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私たち輸送サービス労組は、２０２２春の申し入れとして会社に以下の申し入れを行いました。（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来であれば、全組合員が一つの会場に集まって春の総決起集会を開催すべきですが、新型コロナウイ

ルス（オミクロン株）が感染爆発していることから、組合員の皆さんはオンライン（Google meet）にて参加

をお願いします。接続方法などについては別途連絡を行います。全組合員の参加で総決起集会を盛り上げ、

自分たちの賃金を勝ち取っていこう。 

① ２０２２年４月１日以降の JR東日本輸送サービス労働組合員の基本給及び

基本賃金の一律４，０００円（定期昇給を含まない）引き上げること。ベース

アップは「物価上昇分を考慮した生活維持向上分」であり、エッセンシャル

ワーカーの労働の価値への対価として格差なく公平・公正に実施するべき

ことから、所定昇給額を算出基礎としないこと。 

 

② 労働者にとっての“働きがい”、“生きがい”、“こころの豊かさ”と安心した生

活設計を構築していくために「労働条件に関する協約」に基づき、定期昇給

を実施すること。その際の昇給係数は「4」とすること。 

 

③ 厳しい経営状況を理由に、コスト削減、総額人件費削減を目的として、社員

の賃金引き下げを行わないこと。総額人件費の増加要因となっている社会

保障費などの法定福利費について、JR 東日本が経団連に属する日本を代

表する企業であることから、日本政府に対し削減・見直し要請を行うこと。 

 

④ 申し入れに対する回答は２０２２年３月１８日までに行うこと。 


